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経営経済と維持計慮 (477) .9 
究においても論じられて来た。個別企業の立場よりする経蛍経済学も実にこの
克服策に従事して来たのである D それは単なる解決策でなし個別企業の経済
計慮の変化の原理的説明において行われたものである。=ヴグリッ γ みにおい
て物質法則に優位する人間中心の主張の中に，、ノュミヅトにおいて経済法則へ
の人間適応可能性の基礎の上に，それがなされて来たように考えられるのであ
る。
